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研究成果の概要（和文）：「戦後」といわれる時期は、世界史的な視野では冷戦体制となる。この認識のもとで、これ
まで「戦後文化」として、一国史的に考察されてきた思想史、文化史を「冷戦文化」として、あらためて把握しなおし
た。東アジアのなかで、「日本」の思想史を点検し再文脈化をおこなったが、「戦争経験」が大きな軸となった。アジ
ア・太平洋戦争の「戦争経験」が、朝鮮戦争とベトナム戦争の影響のもとで、いかなる総括がなされたか、の解明を試
み、とくに、沖縄での営みの考察には、力を入れた。また、冷戦文化は、映画や大衆小説として展開されることが多く
、その点から映画の分析をおこなった。この過程を通じて、冷戦文化という概念を鍛えていった。

研究成果の概要（英文）：The "postwar" era regards the Cold War regime in general in world history 
perspective. Under this recognition, "postwar culture" which has been national history manner 
consideration, our project examined re-grasping the "Cold War culture". The project has been subjected to 
re-contextualize and inspect the intellectual history of "Japan" in the East Asia, yet the project found 
"war experience" was a major axis for Japanese intellectual history. The project studied how “the 
Asia-Pacific War experience" has been reviewed in the postwar era under the influence of the Korean War 
and the Vietnam War. Also the project especially concentrated on the elucidation of any summary has been 
made on Okinawa. The Cold War culture was often lay out to movies and popular fiction so that the project 
also examined Cold War Culture era movies. Our project forged the concept of the Cold War culture through 
these processes.

研究分野： 日本史
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１．	 研究開始当初の背景	 
本研究の当初の背景には、四つの認識
があった。①1990 年前後の冷戦体制崩
壊により、「戦後」と認識されてきた
日本における時間と空間が、冷戦体制
にほかならない、と認識されるに至っ
ていたこと。そのため、②戦後日本を、
東アジアの冷戦体制のなかで把握する
必要性があったこと。また、二国間の
関係に封じ込めた東アジアの考察では
なく、東アジアにおける冷戦体制とし
て認識することが課題となっていた。	 
さらに、③アメリカ、韓国で「冷戦

文化研究」（Cold-War	 Culture	 Studies）
が急速に進んでおり、日本の事例も求
められていたことがあった。そして、
④もっぱら国際関係や国際政治の領域
で論じられてきた冷戦体制を、あらた
めて文化史の観点から考察することを
図った。そのために「冷戦文化」とい
う概念を、日本の歴史学界に提供する
ことを試みようとした。	 

	 
	 
２．	 研究の目的	 
本研究の目的は、これまで、もっぱら
「戦後文化」として考察されてきた
1945－1990 年の文化研究を、あらたに
「冷戦文化」として枠付け、この観点
からの文化の多角的な研究を図ること
にあった。文学作品にせよ、映画にせ
よ、従来は「戦後」の枠組みで把握さ
れ考察されてきた。当該作品に、「戦
後」の意識や思想がいかに投影されて
いるか、という問題意識と方法である。
しかし、本研究では、文学作品や映画
のなかに、意識的・無意識的に埋め込
まれている冷戦体制の認識―冷戦的思
考を見出し、それを分析することに求
めた。	 
この営みによって、この時期の文化

を「日本」に閉じたものにすることな
く、東アジアの冷戦体制のなかでの動
きとして把握することが可能となる、
また、アメリカの影響を有機的に組み
こむことが可能となる、という問題意
識のもとに、本研究を遂行した。	 

	 
	 
３．	 研究の方法	 
本研究は、定期的な研究会（「冷戦文
化研究会」）と、国際会議を含む研究
集会とを組み合わせ、研究の充実を図
るとともに、研究成果を広く国内・国
外の研究者と共有し、議論を深める活
動を図った。そのために、①日本国内
はもとより、東アジア、さらにアメリ
カにおける冷戦体制―冷戦文化の研究
文献を互いに読みあった。この営みは、
日本を対象とする研究者と、東アジア

の地域研究をおこなう研究者との共同
作業でもあった。②「冷戦文化」とい
ったときには、文学作品および映画が
主要なものとなるが、純文学やＡ級作
品の映画以上に、大衆小説やＢ級映画
が冷戦的思考を投影している。探偵小
説やスパイ映画、アクション映画など
はその典型である。そのために、こう
した作品の資料収集に積極的にあたる
ことを試みた。映画は、ＤＶＤで収集
することを図った。	 

	 
	 
４．	 研究成果	 
	 冷戦文化研究会や国内外の国際会議
を通じ議論されたのは、従来の「戦後
思想史」や「戦後文学史」が冷戦体制
の影響下にあることが、看過されがち
だったということである。「戦後」とい
う認識枠組みが一国史的な視点を作り
だし、そのもとで議論がなされていた
ことが、「冷戦文化」という視覚によっ
てあきらかにされた。また、韓国や台
湾でも、同様に、そこでの経験がそれ
ぞれ個別の経験として、押しとどめら
れていたこともあきらかにされた。東
アジアに共通の経験がなされていたの
だが、そのことが認識されない状況が
形づくられていたということである。
本科研により、このことが解明される
とともに、多くの事例も発掘された。
このことは、アメリカのもつ影響力の
大きさの確認でもあった。「意識のなか
のアメリカ」ということが、日本のみ
ならず、韓国や台湾でも重要であるこ
とが、研究会、国際会議によってあき
らかにされた。	 
	 	 冷戦文化研究会を各年度 3 回、総計
15 回開催したほか、アメリカにも毎年
赴き、コロンビア大学、ニューヨーク
大学、ハーバード大学、デューク大学、
ノースカロライナ大学などの諸大学と
共同で会議を開催した。また、アメリ
カの歴史学会（近代日本研究会 MJHW）
でもパネルを組織した。さらに、ドイ
ツ・ライプツィヒ大学で「マルクス主
義と近代日本」へも参加した（2013 年）。	 	 
他方、冷戦体制の地政学上、重要な

位置を占める沖縄に関し、比屋根照
夫・琉球大学名誉教授による「沖縄近
現代史講義」を 2013 年度・14 年度に 6
回開催した。	 
国内でも、国際会議を開催した。「戦

後日本というアムネジア」（早稲田大学、
2012 年）、「文化と記憶のポリティク
ス」（2014 年、東京外国語大学）を開
催し、アメリカ、カナダ、ドイツから
報告者を招聘した。前者では、加藤哲
郎・一橋大学名誉教授、和田春樹・東
京大学名誉教授に基調講演を依頼し、



後者では、川口隆行・広島大学教授、
我部聖・沖縄大学准教授らに報告を依
頼した。また、酒井直樹・コーネル大
学教授、平野克弥・カリフォルニア大
学教授も報告をおこなった。	 
	 	 いずれの報告と討論が充実したのも、
本科研に基づく研究活動に拠っている
と理解している。とくに、定期的に開
催した冷戦文化研究会の意義があらた
めて確認された。	 
	 	 そのほか、各自が出版活動をおこな
い、随時、成果を公表した。このこと
によって、「冷戦文化」の概念が固めら
れた。本研究は、主として１９５０年
代に力点を置き、冷戦文化の前期を扱
ってきたが、１９６０－７０年代の後
期冷戦文化研究への展望がみられる研
究となった。	 
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